
平成 22年度年次報告

課題番号：1602

（１）実施機関名：

東京工業大学

（２）研究課題（または観測項目）名：

水蒸気爆発発生場における火山性流体の化学組成と比抵抗構造のモニタリング

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（2）地震・火山噴火に至る準備過程

（2-2）火山噴火準備過程

ア．マグマ上昇・蓄積過程

（４）その他関連する建議の項目：

（５）本課題の５か年の到達目標：

　本計画の目標は火口湖の湖水及び噴気ガスの組成・放出量を繰り返し観測し，電磁気学的観測と併

せて水蒸気爆発場の流体・ガスのダイナミクスを明らかにすることにある．

（６）本課題の５か年計画の概要：

平成 21年度 　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測手法の検討と電磁気の繰り返し観測システム

の構築準備

平成 22年度 　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測，湯釜近傍における電磁気の繰り返し観測シ

ステムの構築

平成 23年度 　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測，湯釜近傍における電磁気の繰り返し観測シ

ステムの運用

平成 24年度 　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測，湯釜近傍における電磁気の繰り返し観測シ

ステムの運用

平成 25年度 　湯釜湖水と噴気ガスの組成・放出量の観測，湯釜近傍における電磁気の繰り返し観測シ

ステムの運用

（７）平成 22年度成果の概要：
草津白根山山頂北側斜面では噴気帯が円弧に沿って断続して分布していることが知られているが、そ

れが空間的にさらに広がり、北側斜面を貫くように分布するようになってきた。湯釜内部の熱活動は

一層顕著になっており、湯釜火口内北東部の地温異常領域や湯釜北壁の噴気活動は安定的に継続して

いる。これらに加えて、地熱異常兆候が数年前から認められていた湯釜東壁においても 2011年秋から

噴気活動が顕在化している。水釜火口と湯釜火口内北東部の地温異常領域で地温の連続観測を引き続

き行っている。湯釜北東部の地温は降水の影響で一時的に降下することがあるが、ほぼ沸点を維持し

ており、熱異常領域も拡大している。またこの異常領域での噴気ガスを繰り返し観測した結果、組成

には大きな変動は認められないものの、北側噴気帯から放出されるガスとは組成が大きく異なり、特

に水素の割合が高く、マグマから直達していることを伺わせる。2011年秋からの湯釜東壁における噴

気活動の顕在化をうけ、地温と噴気温度の連続観測を現地収録方式で開始した。



　3次元比抵抗構造についてはさらに解析を進め、地表の噴気や微小地震の震源との対応を見出した。

湯釜周辺では地表から数 100mにわたって粘土鉱物による低比抵抗層があり、それが不透水性を示す

ゆえに熱水系のキャップとなっていると考えられる。不透水キャップは、湯釜火口の南側から、湯釜火

口の北壁に向けて浅くなる傾向があり、そのさらに北方の水釜直下では急激に厚くなる。微小地震の

分布はこれと非常によく対応し、低比抵抗層の下面と微小地震の上限深度の分布が一致する。低比抵

抗層の厚くなる水釜直下では地震が発生していない。一方、草津白根山北側噴気帯では、低比抵抗層

は顕著ではなく、ガスの地表への通路が確保されていると思われる。

　比抵抗モニタリングに関しては、湯釜火口内の南東端で年 1回 AMT繰り返し観測を実施した。ま

た、湯釜火口北壁から水釜火口内を対象としたループ式電磁気探査モニター装置（volcanoloop）につ

いては、ハードウエアを作成した。また草津白根火山の熱源を監視する目的で、プロトン磁力計 4台

を設置し、連続観測を開始した。
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（９）平成 23年度実施計画の概要：
引き続き、噴気帯の地温と化学成分のモニター観測および、全磁力観測を継続する。ループ式電磁気

探査モニター装置（volcanoloop）については、草津白根火山での設置をめざして機器の調整を行う。

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
東京工業大学火山流体研究センター 　野上健治 　小川康雄 　神田径

他機関との共同研究の有無：無

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：東京工業大学火山流体研究センター

電話：03-5734-2515

e-mail：knogami@ksvo.titech.ac.jp

URL：http://www.ksvo.titech.ac.jp/


